
その中身から，一目して，これを支えているのは医療・歯科関係の応用であることが分かります。だからといって，医療関係が今後とも有望な分野であると結論付けるのは早計かも知れません。確かにチタン合金は，その者したボンベ，それに，戦車の装甲板や大砲の部品が，フランスではチタン製ハイキング用品やタービンブレードとディスクを一体化したブリスクが作られており，中国はチタン製の潜水服を試作したとのことです。小松先生の結論としては，日本でも今後防衛関係の需要がのびるのではないか，と述べておられます。の将来性，チタン合金のMa
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Aerospace 6 15 5 10 6 8
Non-aerospace 18 34 29 28 24 44
E �nрen嘉e縁EE Â E E E 0
Ÿeл¹caö E E5 EUぎ 1E �

∵ r o E 0 4 ¸ 4 8




